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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 25,205 56.4 2,626 73.2 2,750 77.5 1,831 70.1

2022年３月期第２四半期 16,110 13.0 1,516 31.8 1,549 36.9 1,076 23.0

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 2,430百万円（80.6％） 2022年３月期第２四半期 1,345百万円（44.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 231.31 －

2022年３月期第２四半期 135.80 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 46,530 22,138 47.3

2022年３月期 41,924 20,301 48.2

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 22,015百万円 2022年３月期 20,206百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 70.00 70.00

2023年３月期 － －

2023年３月期（予想） － 70.00 70.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,600 48.5 4,500 29.5 4,600 29.1 3,200 26.0 404.38

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 7,944,203株 2022年３月期 7,944,203株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 30,789株 2022年３月期 10,409株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 7,915,911株 2022年３月期２Ｑ 7,927,687株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されて、

経済活動を維持する対策により、景気に持ち直しの動きがみられる一方、世界的なインフレの進行、急速な円安

進行、長期化するウクライナ情勢などもあり、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような環境のなかで、中期経営計画2023の２年目を迎え、引き続き「次世代への変化に対応した事業戦略

の推進と将来に向けた事業基盤の更なる強化」を基本方針として、既存事業の強化・領域拡大やグローバル市場

への対応強化、新規事業の探索・育成などの事業戦略を推進していくとともに、これら事業戦略を支える基盤整

備として、ＤＸやＥＳＧの取り組み、人材戦略にも注力し、収益力の向上や持続的成長に向けた新規事業の育成

などの経営課題の解決に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間は、売上高252億５百万円（前年同期比56.4％増）、営業利益26億26百

万円（前年同期比73.2％増）、経常利益27億50百万円（前年同期比77.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は18億31百万円（前年同期比70.1％増）となりました。

当社グループのセグメント別の概況は、次のとおりであります。

①化成品事業

燐酸などの燐系製品につきましては、半導体向け高純度品が国内外共に堅調に推移しました。また、前期後

半ごろから続く原料黄燐の高騰による製品価格の是正も加わり、大幅な増収となりました。

凝集剤関連製品につきましては、電子部品のエッチング用途向けが、好調に推移し増収となりました。

コンデンサー向け原料は、原料価格の上昇に伴う製品価格への転嫁により、増収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、214億10百万円（前年同期比79.9％増）、セグメント利益は、24億12

百万円（前年同期比81.5％増）となりました。

②機械事業

破砕関連機械につきましては、リサイクル向けプラントの販売が伸長した一方、消耗部品販売が低調に推移

し、前年並みとなりました。

下水道関連の掘進機につきましては、国内及び海外向けの本体販売が減収となりました。レンタル物件は低

調に推移し、精密機械加工は前年並みとなりました。

この結果、当セグメントの売上高は、22億60百万円（前年同期比15.4％減）、セグメント利益は、１億92百

万円（前年同期比13.7％減）となりました。

③電子材料事業

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、赤燐は事故の影響により減収となりましたが、ガリウ

ム、インジウム及び塗布剤は好調に推移しました。

この結果、当セグメントの売上高は、９億５百万円（前年同期比2.6％減）、セグメント利益は、２億49百

万円（前年同期比116.2％増）となりました。

④その他

石油精製用触媒の再生事業は、前年並みに推移しました。不動産の賃貸につきましても、横ばいとなりまし

た。

この結果、当セグメントの売上高は、６億28百万円（前年同期比3.5％増）、セグメント利益は、３億50百

万円（前年同期比6.0％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産につきましては、流動資産が前連結会計年度末に比べて43億33百

万円増加し、239億17百万円となりました。この主な内訳は、受取手形及び売掛金が23億19百万円増加、棚卸

資産が19億48百万円増加したことなどによるものであります。固定資産は前連結会計年度末に比べて２億72百

万円増加し、226億12百万円となりました。この主な内訳は、有形固定資産が２億49百万円増加したことなど

によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債につきましては、前連結会計年度末に比べて27億68百万円増加し

243億91百万円となりました。この主な内訳は、短期借入金が26億53百万円増加し、支払手形及び買掛金が８

億76百万円増加した一方、長期借入金が９億91百万円減少したことなどによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益を18億31

百万円計上、為替換算調整勘定が５億47百万円増加した一方、剰余金の配当により５億55百万円減少したこと

などから、前連結会計年度末に比べ18億36百万円増加し221億38百万円となりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間末における資産合計は465億30百万円となり、自己資本比率は47.3％

となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ69百万円減少し、34億69百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は68百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益27億20百万

円、減価償却費９億15百万円、売上債権の増加21億15百万円、棚卸資産の増加17億17百万円、仕入債務の増加

８億27百万円、法人税等の支払額６億61百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は８億15百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出７

億89百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は６億20百万円となりました。主な内訳は、短期借入金の増加額31億55百万

円、長期借入金の返済による支出19億10百万円、配当金の支払額５億51百万円などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の連結業績予想につきましては、2022年８月10日公表の業績予想数値から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,538 3,469

受取手形及び売掛金 10,378 12,697

商品及び製品 2,581 3,390

仕掛品 976 1,054

原材料及び貯蔵品 1,780 2,841

その他 332 467

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 19,584 23,917

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,832 4,430

機械装置及び運搬具（純額） 3,828 5,358

工具、器具及び備品（純額） 545 914

土地 6,908 6,909

建設仮勘定 3,349 1,106

その他（純額） 102 96

有形固定資産合計 18,566 18,816

無形固定資産 47 42

投資その他の資産

投資有価証券 2,195 2,347

その他 1,544 1,413

貸倒引当金 △14 △7

投資その他の資産合計 3,725 3,753

固定資産合計 22,339 22,612

資産合計 41,924 46,530

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,264 5,141

短期借入金 5,806 8,460

未払法人税等 712 817

賞与引当金 401 419

その他 1,635 1,711

流動負債合計 12,821 16,550

固定負債

長期借入金 5,337 4,345

退職給付に係る負債 3,066 3,110

環境対策引当金 4 4

その他 393 381

固定負債合計 8,801 7,841

負債合計 21,622 24,391

純資産の部

株主資本

資本金 8,443 8,443

利益剰余金 11,523 12,798

自己株式 △23 △59

株主資本合計 19,943 21,182

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 44 18

繰延ヘッジ損益 9 30

為替換算調整勘定 500 1,047

退職給付に係る調整累計額 △291 △264

その他の包括利益累計額合計 263 832

非支配株主持分 95 122

純資産合計 20,301 22,138

負債純資産合計 41,924 46,530
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 16,110 25,205

売上原価 12,242 20,142

売上総利益 3,868 5,062

販売費及び一般管理費 2,351 2,435

営業利益 1,516 2,626

営業外収益

受取配当金 24 27

受取地代家賃 16 13

持分法による投資利益 114 191

その他 60 66

営業外収益合計 215 299

営業外費用

支払利息 70 93

休止鉱山鉱害対策費用 71 56

その他 41 26

営業外費用合計 183 176

経常利益 1,549 2,750

特別利益

投資有価証券売却益 - 2

特別利益合計 - 2

特別損失

災害による損失 - 32

特別損失合計 - 32

税金等調整前四半期純利益 1,549 2,720

法人税、住民税及び事業税 428 745

法人税等調整額 36 125

法人税等合計 464 871

四半期純利益 1,084 1,849

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 18

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,076 1,831

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,084 1,849

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10 △26

繰延ヘッジ損益 － 20

為替換算調整勘定 215 445

退職給付に係る調整額 26 27

持分法適用会社に対する持分相当額 29 113

その他の包括利益合計 261 580

四半期包括利益 1,345 2,430

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,332 2,400

非支配株主に係る四半期包括利益 13 29

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,549 2,720

減価償却費 756 915

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 30 83

受取利息及び受取配当金 △24 △27

持分法による投資損益（△は益） △114 △191

支払利息 70 93

売上債権の増減額（△は増加） △160 △2,115

棚卸資産の増減額（△は増加） 235 △1,717

その他の資産の増減額（△は増加） △15 △123

仕入債務の増減額（△は減少） 146 827

その他の負債の増減額（△は減少） 205 116

その他 71 △24

小計 2,752 556

利息及び配当金の受取額 24 132

利息の支払額 △71 △94

法人税等の支払額 △452 △661

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,253 △68

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,129 △789

その他 △14 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,143 △815

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 288 3,155

長期借入れによる収入 691 -

長期借入金の返済による支出 △1,376 △1,910

配当金の支払額 △353 △551

その他 △19 △72

財務活動によるキャッシュ・フロー △770 620

現金及び現金同等物に係る換算差額 77 193

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 417 △69

現金及び現金同等物の期首残高 3,407 3,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,824 3,469

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

化成品
事業

機械
事業

電子材料
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
11,901 2,672 929 15,503 607 16,110 － 16,110

外部顧客への売上高 11,901 2,672 929 15,503 607 16,110 － 16,110

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4 － － 4 17 21 △21 －

計 11,906 2,672 929 15,508 624 16,132 △21 16,110

セグメント利益 1,329 223 115 1,668 372 2,040 △523 1,516

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△523百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△524百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

化成品
事業

機械
事業

電子材料
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
21,410 2,260 905 24,576 628 25,205 － 25,205

外部顧客への売上高 21,410 2,260 905 24,576 628 25,205 － 25,205

セグメント間の内部売上

高又は振替高
8 － － 8 17 25 △25 －

計 21,418 2,260 905 24,585 645 25,230 △25 25,205

セグメント利益 2,412 192 249 2,854 350 3,204 △578 2,626

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  2022年４月１日  至  2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△578百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△579百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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